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西
千
七
年
以
後
の
事
で
あ

0

て
，其
.以
前
に
は
平
和
時
代
と
與
な
る

所

は
.な
か
ウ
た
の
で
あ
、る
：L
、又
露
西
亞
に
菩
藏
さ
れ
た
金
：の
四
散
し
た
き
情
も
あ
又
戦
前

1=

場
に
流
通
し
て
居
つ
力
金
貨
の
政
府
幷
に
中
央
報
行
：

2

囘
收
さ
れ
め
も
の
も
あ
る

W

す
れ
ば
、

歡
く
詣
國
に
於
け

.る

.金
の

k
v

有
高
の
墙
加
す
る

M

ど

、敢
て
異
ご
ず
る
に

S
ら
ぬ
次
第
で
も 

る
。

私
は
歐
洲
戰
爭
の

.勃

.發
し
カ
當
切

•交
戰
諸
國
の
中
央
銀
行
開

g

ビ
相
前
後
し
て
，急
速
に 

兌
換
ホ
：度
を
停
止
.し
た
こ
ご
じ
到
し
て
詣
國
は
斯
く
舉
く
兌
換
を
停
止
す
る

.こ
ビ
に
依
ウ
て
、
 

第 

一
k

は
金
貨
の
散
逸
す

.る
こ

*
o

防
が
う
、第
二
に
は
戦
後
に
於
け
る
免
換
の
极
與
を
速
な 

ら
し
め
ょ
う
、第
、三
に
は
現
實
に
多
く
の
金
貨
を
持
ゥ
，
て
居
り
、又
戦
後
早
い
‘機
會
に
於
て
、兌
換 

を
復
興
す
る
を
得

’る
.實
力
を
持
ハ
つ
て
居
る
事
實
は
相
重
なC

N

て
"兌
換
停
止
の
後
に
於
て
も
、

4? 

ほ

叙
行
券
の
流
：通
：價
航
を
或
る
高$

程
.度
に
：維
持
し
.得
る
、で
あ
ら
う
乂
云

ふ
！！j

ッ
の
希
望
を 

達
；す
る
考
.に
出
た
も
0
-で
あ
る
ご

0
0
を
下
し
た
の
で
あ
る
P

是
，等j

二

個

の

希

望

，
中
、
第

j

の 

も
0

は
稍
や
完
：全
に
達
成
さ
れ
力
：と
し
ょ
う
、第
ニ
、第
三
の
如
，

3TV.

は
ぶr

日
に
：爲C

N

て

見

れ

ぱ

、

，一 

場

の

：
空

想

じ

丘
.
i 

0 

す
る
の
^
は
な
い

 

>而
し
て
何
が
故
に
斯
の
如
く
爲
つ
ぬ
か

W

云

/

I
i

i
I
I
I
I

I
j

ぱ
、滿
れ
は
紙
麽
ゃ
銀
行
券
の
過
度
の
膨
服
"之
を
然
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

今
'日
吾
人
が
通
货 

の
®
服
を
論
ず
る
陽
合

K
.は
、紙
幣
や

"銀
行
券
ぱ
か
ム
を
，以
ク

.て
、通
貨
の
總
量
ビ
す

.る
1こV

を

• 

•
,

.

.
て

.

-

.

.

.

-

,
: 
.

1

,

,

許
さ
れ
：な
い

.此
紙

®
や
、銀
行
券
を
支
拂

.準
備
金

も

-レ

て
、市
中
の
譜
銀
行
取
引
先
の
、爲
め
に 

.預
金
を
膨
眼
さ
せ
、取
引
先
を
し
て
之
に
劉
し
て
小
切
手
を
振
出
さ
し
め
た
な

.ら
ぱ
、鼓
れ
亦
.

！ 

網

の

®
.
貨

膨

服
と
爲
る
の
で

あ

9
て
、预
金
銀
行
制
度
の
發
達
し
ぬ
國
に
於
て
は
"斯
る
通
货
の 

膨
服
に
重

& 

股
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
詣
國
に
於
て
此
方
面
か
ら
起
ゥ
力
通
貨
の
膨
服
が 

幾
何
の
高
に
：達
し
：力
か
を
，知
る
の
は
、事
賞
に
货
て
難
し

’

3
0

す
る

所
で
あ
る
が
、戰
前
ビ

g

後 

を
比
較
し
嬉
國
に
於
て
預
金
の
膨
服
し

.力
狀
況
は
左
の

1.

表
を
以
ウ
て
£
を
明
に

す
る
を
得

る

で

あ
ら
，
ぅ

。.
.：(

単

位
W
腐)

'

-

V

 

.
貨
 

m
v
,
/ 

:

M

 :

白

ン

耳：

義

法
：：

n
M、 

'
，
佛
.

m 

, 

獨V 

-

逸

：；

思

處

ペV 

.

.併

-
' 大
.
-
.
.
.

利

' .?=v—

f

铭

十

五

盤

：
(
一

五
*

5̂

五
：

論

:
.
.中

吳

銀

行

，
，
預
' 

^

.

-
i
- 

- Tw
r
i

 

-
,

11 =1

画
- 

I

!

九

一

三

年

末

し

一

丸1

九

年

末

市
中
赌
銀
行
糊
金 

!

九1

s 

末

1
1

セ 

五
七
三
，
 

八
五
八 

八
七

ニ
、四
八！

.
 

3
、三
六
四 

六
、
九
八 

七
ニ
六

九
二
八 

五
、九
七
セ 

八
、
S
九
、

U

 

七
C
O

耽
圓
隙
間
の
瓶
货
並
に
信
用
問
照

r

九】

丸
年
宋 

四
、
ニ 

5 

!  

九
六
，
六 

三
八
、七
七
九 

ニ
、H=!

六

！

第

十

二

眺

§
1!

r



館
ホ
M

傘

一
 

五
九
.
{ハ)

.
0

盤

吉

^
へ
刺
ド
レ

0
r
-

.
f
l 

本 
‘
，
，
/
'
. 
.0 

合
：

衆

國

卯

働
顿
瞭
間
の
礎
賞
能
に
信
用
問

® 

セ

I 

1

九
九 

ニ

八 

1
U

四
ニ

1
、o

f

 

ニ
，1

1
0 

! 

ニ
！
、
セ
六0

第
せIgニ

、111

九
八 

七
，九
ニ
九

.
 

,
二
八
ン11

八4?

:
通

貨

收

输

策
.

通
货
膨
晦
の
，原
因
が
如
何
な
る
邊
に
存
ず

•る
か
は
、前
揚
ニ 

で
あ

C
N

て
、隨
9

て
其
收
縮
を

謀

る
の
に
，如
何
な
る
方
策
を

以 

■
S
然
に
誠
解
さ
れ

.る
で

.あ
ら
ぅ
。
，通
貨
收
縮
の
目
的)」

す
る 

確
W
な
ら
し
め
る
め
二
事
で
あ
り
、之
を
達
成
す
る
に
は
、割
引
步
合
の
引
上
に 

供
給
を
制
限
ず
る
こ
ご
を

以

C
V

て
、捷
徑
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
元
總
戦
時 

，の金
谓
步
は
低
い
稲
度

^
置
か
れ
た
、戰
後
の
今
日
に
於
て
も
、資
本
に
對
す 

あ
ウ
て
、其
供
給
の
现
狀
に

®
み
ね
な
ら
ば
"金
利
の
引
上
は
a

む
を
得
ざ
る
所 

な

ら

ぬ

。

成
は
世
間
に
は
、金
利
が
引
上

•け
ら
れ
力

.な
ら
ば
，生
産
を
妨
害
す
る 

る
。
然
し
是
れ
は
俗
說
の
最
も
甚
だ
し
き
も

の

で

あ
る
。
.
社

會

.
に

は

資

本

を
 

に
ぶ
を
间
收
す
：

る
に
：長

期

暇

を

要

す

：る
.
の̂
短
斯
限
に
止
ま
る
も
の
ざ
、ニ

所 つ 表  
は て を  
實 す 以  
に 可 ウ  

價 さ て  f t t か す 
種 放 € ^ る を 依 の と れ
の 下 云 し 雷 通 標 云 ぱ  
差 す ふ な 耍 じ て 傘 ふ  
別 る 說 け は て ぜ を こ だ  
が 場 が れ 盛 m 貨 し ぜ m 
あ 合 あ ぱ で 國 の て も 瞭

る
.。

若
し
.
S

金
利
‘步
合
が
引
上
げ
ら
れ
、世

,
間
に
.於

を

資

金

.：供
%
.

高
の
，缺
‘.乏を
‘
相件う率
 

ゥ
☆
在
ら
ザ
、貴
本
は

.長

溯

调

收

の

事

，業

を

来

；
ク
て
、
激
，
斯

1
-

軟
ゆ
事
業
に
向
う
こ
ぶ
，、
爲

タ

1 

方
に
、金
利
步

☆

の
高
き
，
t
とに刺戟されて

/生>.3,

來ウた新な

i

貯
菩
金
も
亦

i
g

斯囘收の 

事
業
向
け
あ
が
，
ば

'も
#

#

K
存
す
る
購
貝

§
,
能
力

^
消
貴
品
ご
の
綱
に
均
衡
を
保
.ぬ
し
め

ぶ
，
に
.，.，至
.ふ•：.O' 

.あ
る
.-。

.

.

固
ょ
タ
金
利
引
上

-の
外
に
資
本
に
對
す
る

'

,要
を
抑
制
サ
ふ

.

.手、殺
纖
も

A
あ

，̂
で
，̂ら 

ぅ
。

其
內
の

1.

.ク
と
レ
て
、職
に
顯
请
後
る
.

本
：.

^
は
、難I

ガ
が
請
：求
さ
，.れ
た

'
 
資
金
.の
激
獵
に

0
し 

.
S
別
を
設
け
ふ
の
で
あ

.り
、隨
ゥ
て
資
本
の

.供
給
の
乏
レ
い
時
に
、銀
、行
が
普
通
以
上
じ
此
差 

別
を

.嚴
重
に
す
る
，

こ
-
ご
は
、自
然
の
勢

V
.

し
ぬ
；
^
れ
ぱ
な
ら

g'。

⑩
法
則

’
’ダ我
.狂
.の
#
鶴
に
適 

用
す
る

V

J

ビ
、
す
れ
ぱ
、例
へ
！̂
長
则
服

t

e

て
、始

#
て

0
0
.
の
‘生
み
出
：ぶ
ル
る

'
ダ
か
、何
等
生 

座
力
に
實

：：

質
的
効
供
を
鎌
さ
す
、得
じ
事

.

.

.
業
.

Q

 

0.占
，助
長
に
：

0
ず
.

£
か
、奢
修
品
に
纖
す

.る
霜

' 

要
に

®
ホ
る
事

.業
を

® 

ず
る
ざ

.か
氣
ふ
ょ
う

ぼ

‘
 
0
M
の
件
う
資
本
ゆ
融
；

0
を，制
限
す
る
，

>V* 

ご 

>
健
る
の
で
あ
る
，。.
撒
し
な
が
ら
溯
る
差
別
が
果
し
て
正
當
に
行
は
れ
る
か
ど
う
か
は
、

一

個

Q

ぜ
間
で
‘
あ

り

V

、寧
ろ
廣
本
供
' 

撒
の
缺
ま
に
：，#

ホ
だ
.
#

、金
利
步
，命

を

高

く

ず

る

M V

を
主 

傑
サ
ま

# 

(

5

ま

>
,
:
.
韻
腐
國
膝
間
の
雄
凝
脈
に
用
間

® 

银

十

二

爐

S
1
-

I-.
.
 

,•



]

レi

.第
十
‘
盤

.
i五
九
八)

0

魏

國

際

間

の

通

货

並

に

信

'
用
間
姐

 

稱

十

二

號.

M四

4
^

る
ポ
法
と

I
、此
以
外
の

.制
限
お
か
卞
し
め

‘る
こ
ざ
を
以
ウ
て
、得
策
と
ず
る
の
で

>
 
あ
る
。
 

經
貨
慣
値
®
復
の
標
準

 

'

鬼
に
角
政
府

.が
飯
行
資
出
金
や

-紙
僻
の
發
行
で
、財
政
を
處
理
す
る
こ
せ
を
中
止
し
、若
し
外 

振
に
紙
郁
の
流
出
し
て
居
る

®
合
に
は

、

1 

ぶを
本
國
に
囘
收
す
る
手
段
を
取
り
た
な
ら
ぱ
、物
價

の
累
進
的
騰
貴
は
遮
斷
ジ
れ
る
で
あ
ら
う
し
，又
爲
替
相
場
も
賺
實
：

W

爲

る

で

あ

ら

う

。

或
.は

: 

.

.

.

.

.

.

. 

•
 

•
 

'

政
廣
に
鶴
す
る
信
用
上
の
缺

/旧
で
、相

.場
：に
下
落
を
來
し
て
居
る
も

.の

V
如
き
も
、自
然
に
恢
復 

の
途
に
就

V
-

で
あ
ら
う

0
:然
し

g

前W

同
様
の
狀
態
に

®
歸

す

る

こ

と

は

、
直

に

之

を

望

む

，.を 

得
な
い
、通
货
價
顧
の
累
進
的
に
依
落
ず
る
勢
が
抑
制
：さ
れ
、通
貨
®
僻
の
變
動
す
る
或
る
中
心 

翦
め
定
ま
る
：に
過
ぎ
な
い
の
で
タ
る
。：
路
場
合
に
第

一
、

吾
人
は
：斯
る
消
極
的
狀
態
を
以
ウ
て
、
 

滿
足
し
、此
以
上
に
何
事
を
も
爲
さ
な
で
居
る
き
も
の
で
あ
る
か
、節

j

一、進
ん
で
通
货
の
價 

値

.セ

律

せ
し
め
る
に
金
货
を
以
ウ
て
す
可
き
も
の
で
あ
る
か
、第

三
、
，
M

金
货
に
は
如
何
な
る
も 

の
を

E
S

ウ
て
、充
て
可
き
か
ご
云
：ふ
問
題
に
接
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
 

‘

' 

1

の
方
針
に

.

據
ク
て
、今
後
の
，败
お
を
雞
し
、信
用
の
膨
服
を
中
止
し
、紙
幣
の
敬
行
を
制
服 

し
し
て
基
等
以
外
に
何
事
を
も
盤
さ
な
い
ど
し
た
な
ら
ば

"

永
久
の

®

®

 

し
て
，通
货
を
總

:て
不
換
紙
彼
ビ
し
、金
货
輸
出
の
禁
止

•

を
繼
續
ず
る
こ
ご
が
必
要

‘W

爲
る
の
で
あ
つ
て
、斯
の
如 

く

し
な
け
れ
ぱ
、國
內
の
金
货
は
盡
ぐ
流
出
し
去
る

こ

ビ
を
免
か
れ
な
い
で
か
ら
う
。
，而
し
て 

以
上
の
如

&

條
仲
め
下
に
、

！

國
が
支
配
さ
れ
た
な
ら
ぱ
、其
國
に
於
け
る
諸
物

f

f

lは
世
界
に
於 

け
，る
.

金
貨
價
や
ビ

.

分
：離
し
、爲

替

相

場

ほ
^

の
變
動
に
隨

C
V

て
"

廣
い
職
域
ド
於
て
動
搖
し
、其 

木
安
定

-

は
必
す
外
國
：貧
：易

に

對

し

て

，大
な
る
お
.

害
-

ビ
.

爲

。
斯
の
如
き
政
策
は
決
し
て
採
用 

さ
れ
可
き

i

の
-

^

は
な
い
。

.通
货
の
：發

.行
，を
制
限
し
、其

®
値
を
し
て

-金
.貨
以
外
の
或
る

.標
準
に
依
り
て
、支
配
☆
.
せ
ょ
う 

ヒ
す

る
，
.說
は
現
に
獨
逸
に
於
て
、金
栋

.心
本
位
制
に
依
ウ
て
，代
表

‘
.

n
,

れ
て
一
居
る
。

若
し
此
說
が 

行
は
れ
：☆

な
ら
ば
、假
，令
；ひ
，金
貨
本
位
國y

の
爲
替
相
一
場
，を
.變
動
さ
せ
る
虞
れ
仏
あ
る
と
し
て 

も
、內
國
の
價
格
を

，
.堅賞
な
：ら
し
め
る
利
翁

.は
；
あ

る

？
，
粮

し

：：、
此
：
制

度

.
9
可
な
を
こ
と
は
、

一

投
；
 ̂

會
.に
：依
つ
て
、理
解
さ
れ
て
廣
ら
なi

い
，ぱ
か
シ

T
な
ぜ
、之
を
暮
行
し
て
’
プ
般
の
信
赖
を
收
め
ょ 

う
と
す
，る
に
就
て
は
、餘
辨
政
府
に
'驚
圓

^

る̂
決
心
が
な
け
れ
ぱ
ぬ
。
然
ら
ぱ
殘
る
肌
の 

力

策

'，,

紙

悠

の

價

値

を

し

て

，
金

貨

と

同

慣

に

居

ら

P

め

る
'
 K

J

ご

を

期

す

る

'.の

外

に

な"

が
、如
-
 

何 

な

る

，
種

類

の

屑

價

を

：
保

：力

し

め

可

き

も

0

で

あ
.
る

か

"戰

前

ざ

同

緯

み

同

價

に

引

瓶

す

可

.
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ビ
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論
じ
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機
擴
ざ
ポ
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は
着

し
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W
辦
ょ

.ヶ
ホ
、低
い
殺％

を

ウ

で

、W
價
ビ
し 

た
な
ら
れ
、其
^

ご

政

府
、2̂;

'

も
振
意
は
通

.賈
の
價
値

'を
‘嗽
ま
さ
化
る
す
の
、で

ぁ
.ケ
て
、W
家
ホ 

政
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纖
.し

，て 

'不
信
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&
招
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ぱ
か
か
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ぐ
、聊
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前
な
ら
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0
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貴
© 
.
0
0
の
.取
だ
し
ぐ 

■
f̂

族
；し
,
u
か

ク
だ
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率
⑨
金

.利

を

0 
<
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を
#

人
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資
邸
し

1
-
?
^
人4
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は
動

.
，̂て
、大 

②
ケ
ネ
公

♦

ど
.救

起
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だ

る

 ̂
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 ̂

.
に：

反
し
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癒
货
か
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银
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下
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し
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！
r
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1
：

,に
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威
き
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劇
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膨
喊
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れ
ぱ
碰
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收
縮

‘

H

せ
滅
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に
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し
ぎ
下
落
を
政
さ
し
め
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而
し
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此
力
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、相
當
永

%
0 
0 

お
マ
通
じ
て
、蘇
舉
..の勢
利
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.
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み
，維
持
し
を
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ぱ
、賞

'行
.ダ
れ
赚
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脉
水
ぁ
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i
^
、w
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參
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を
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を

聊

待

し

：

A
;

う
.
と

跳

，み
な‘
か
の
で
お
も
う
が
、

欺
#
愿にてを困離に
 

衝遇れ得煤い

i
^
l
.
^

 A
;
r
v
。 

，

;斯
ヴ
如

ぐ

通
，货
も
，脚
縮
，

-
^
,る

« 

r
>
之
見
此
じ

i
：

を

u
.
^
0 
0
を
斷
行
す
る
必

0 
S

ま
わ
お
お
所

#

.

!

i
： 1̂

,

かi

於

歡

ベ

瓶

m
ポ
る
齋
風
持
◊
か
 

m
K

ル

で

あ

る

。
，
：蓋
.し
通
廣
が
線
，ル
を

 ̂

す̂
欺
，

に
：：

て
、一

膨
に#

働
ゆ
®
务 

し
"

濟
社
#
に
ネ
廣

，：

氣

描

：，かW

な4
：*

得
#
い
ッ
：
殊

に

揭

ゆ

蔣
に

於
て
示
し
め
*
み
ま

0 

膨

聘

の

勸

膨

の

^
場

じ

、择
膨
賞
：

g

纖
取
'わ
®
'鄙
を

0 

路

1
U

 
0
ぃ
難
膨
に

0 

,
:せ
しか

：.

う
ビ

す
：お
の
麟
令

S
:

通
货
收
癖

§

ま
海
於
，

.傭i
i

ク
.
てじしヴ
 

S* 

お

る

か

.り
で
.な

Q
0 

版1

見1

か

^
ヤ
ぱ
、

S

 E

の
餘
爐

^
0
い

じ
て
"

6

敏

§

 

i

能
力
.
貧̂

辨

ギ

し
：®
:

ネ
ー
劇
 ̂

を̂

得

い

ゆV

 

-

- 

:

■.
 
. 

-
• 

' 

V 

.

/

國
膨
間
の
：ダ

れ

葬

J
v
h
i
;

題 

,
斯
の
料
ぐ
國
際

W

ル
：
^
ゅ
ぐ
膨
貨
撒

®
.が
银
舉
！2,

解
.泥

 ̂

银
，除
，ゆ

i
,

 ̂
0 

»
れ
^

舰
準
わ
央
.か
然
働
働
あ

 ̂

0 

£
化
あ
ら
を

i
.

替
椒
歇
ゆ
#
に

»
 i

し
で
、i

卿i

 

银
十
饭

.n
k
c
H
)： 

M

断跟の癒

iSiiJL

簾
路
夢
 

银4-ii

號

呼
化



(

I!

h
n
.
-
^

^

aJ
€
T

5i

ig
l

け.

i jT
r

ミ

ト

'K'.W
Jy,:>

第
十
五
卷

(

H

8

3

 ;

論
耽
國
際
間
の
通
貨
脱
に
信
用
間
厘

 

银十二
號 

の
取
引
に
妨
害
を
加
へ
ざ

.，ろ
を
得
な
い
。/

然
も
多 

/
\ の
，’國

，
を
，
適

じ

て

、
辟

に

講

和

條
 

新
じ

.與
さ
れ
た
諸
國
に
取
り
て
必
要
で
あ
る
こ

W

は
、外
國
か
ら
食
科
品
を
め
と 

必
要

.品
の
输
入
を
課
る

1
1
-

で
：あ
つ
て
、此
輸
入
を
圓
滑
な
ら
し

め
る
®

め
に
、國
際 

デ

キ

ッ

開

.か
：チ
ビ
.云
ふ
說
が
あ
る
？
所
謂
救
ぎ
ク
レ
デ
.キ
ッ
ト
ビ
稍
さ
れ
る 

れ
で

め

り
.
て
.諧
外
國
：政

.府

.か
ら
債
務
國
政
府
に
向

' CV

て
、貸
付
金
の
形
態
で
、若
：
于
の 

を
與
へ
る

.こ
ご
に

$1.

る
0

で
あ
る
。
是
れ
は
波
蘭
と
か
、填
地
利

V
i

が

云
ふ
よ
ぅ
な

經 決 も 間 し 約  
濟 濟 の に て の  
狀 資 は ノ  /A下 A 
i 金 是 レ m に

の
荒
廢
し
た
結
果
、隅
民
，の
：多

數

が

鎭

儘

に

觀

レ

て

居

る

場
合
に
，X

道
的
见
地
に
於
て
、又
極
め 

て

事

の

必

耍

な

そ

時

ま

を

限

ウ

て

^
&
は

る

可

S

も
の
で
も
つ
て
、其

j

般
に
，行
は
れ
る
こ
.ごを
：
 

斯

し

得

ら

れ

な

い

。
：之

に

次

，ぐ

も

の

は

所

0
復
、與
ク
、

^

デ
.牛
义
ト
ご
稱
，ず
る
形
態
で
あ
ク

C

、
 

へ

經

濟

生

活

を

復

興

す

：る

；爲

め

に

、救

濟

ク

；
レ

デ

キ

グ

ト
ょ
も
も
、大
な
る
•腿

模

に

於

て

ぜ

脾

資

金 

の

供

給

を

便

す

る
の

：：：

で
.あ

：；

る
0

:

蓋
し
今
日
生
産
の
重
要
が
る
耍
素

.

の
•缺

乏

し

て

居

る

こ

と

は

、
 

生
産
減
縮
の
原
因
，
ら
ざ
れ
ば

a

ま
な
い
。
现
に
令
日
欧
洲
諸
國
の
工
業
界
に
於
て
、工
場
の 

或
る

も

の
が
閉
鎖
：さ
れ
て

'

居
る
と
か
、勞
働
養
：が
正
常
の
勞
働
時
間
ょ
ね
も
烦
か
い
時
間
し
か 

勞
働
：に

從

事

し

て

：居

ら

な

い

V
i

o

か
云
ふ
こ
，す
は
、何
れ
も
原
料
品
や
、石
炭
の
供
給
不
足

.

に
®

 

く

.

i
の

力

、
然

ら

ず

ん

ぱ

，
外

®

か
：
ら
.新
レ
き
機
械
を
輸
入
す
，る

> J

ビ
が
不
可
能
で
あ
る
ビ
か
、父
折 

贷

輸
入

し

て
，も

^
2國
述

®
機
關

'の
不
傭

.で
あ
る
爲

.め、
#
當
の
地
黙
に

.

.述
搬
す
る
こ

ざ

の
出
来 

な

V
爲
め
か

：？̂
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K
屬
す
る
の
で
あ
る
。
平
時
の
狀
態
で
あ
ウ
た
な
ら
ぱ
、國
際
間
の
賀
易
は 

諸
，國
を
通
じ
て
、供
給
を
調
飾
す
る
作
用
を
爲
す
ス
相
違
な
い
、卯
ち
或
る
地
方
に
於
て
物

S

の 

供
給
に
，缺
乏
を
濟
し
た
な
ら
ぱ
、

製
造
-販
.賣
，に
當
る
者
：•の
利
洞
を
：境
加
す
る
.爲
.め
に
、也
の
.他
，. 

方
か
ら
：其
地
方
に
‘向C

V
て
"
#

資
が
輸
送
さ
れ
、其
之
を
輸
送
：す
る
に
就
，：て
：、必
挺
で
あ
る
ク
レ
デ 

キ
ッ
ト
も

亦
，
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
の
雜
濟
狀
態

R
於
て
は
、此
，ク
レ
デ
キ

ッ
ト 

の
開
か
れ
る
こ
ビ
に
徵
し

♦
の
障
，害
が
あ
る

，
.

0
で
あ
ウ

て
、通
貨
膨
•服
.
k依
' る
貨
幣
：慣
货 

の
：變
數
爲
替
の
動
搖
，の
如
.き
、其
內
の
最
も
重
大
；な
る
も
の

.
ご
；認
め
ら
れ
る
。

；

斯
る
關
係
か
ら
、救
濟
ク
レ
デ
キ
ッ
ト
ご
か
，復
與
ク
レ
ポ
牛
，

.

ッ
ト
と
‘か
云

i

ょ

；
ラ

な

觸

圓

の

： 

局

限

：
さ

れ
-

;

^計

晝

，
即
.

ち
或
る
！
國
が
他
の

一

國
に
信
用
を
與

/

る：じ
云
ふ
だ
け
に

t

ま

.

.
ら

す

、 

此
か
上
に
國
際
に
信
パ
を
起
す
計
，晝

.

が
.主
張
さ
れ
：な
：。

之
に
.-相
赏
す
る
も
の
は
、即
ち
國
際 

.間
全
體
I

の
ホ
益
に

：

®

:
ぅ
自
的
を
以
：

C
V

て
、國
際
間
の
管
理
の
下
に

'

公
債
を
.發
行
し
、其
役
入
を
利 

用

し

ょ
ラ

V

す

る

國

際

：公
債
案
で
も
る
。
，
然

ら

ぱ

如

何

に

し

て

公

債

を

：募
集
し
、又
發
行
す
る

.
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か

e
云i

ぱ
、第

K

國
際

‘的
保
瞪
の
下
に
世
界
の
：諧
市
場
に
於
て
、募
集
さ
れ
る
ざ
"第
二
財
力
の 

强
大
な
る

.或
る
國
.じ
依
ウ

 

'て、直
接
に
應
慕
さ

 

'れ
る

e
、第

ill

#
國
の
代
表
者
か
ら
.成
立
す
る
機 

開
に
於
て
，保
瞪
付

’，慎
券
を
債
務
國
政
庶
に
破
行
し
、政
麻
か
ら
之
を
交
忖
さ
れ
た
借
受
人
が
適 

f

場
に
向
ゥ
て

I

 

J

I

 

へ
ら
れ
る

9

第

一

の
方
法

I

行
上
、極
め 

.て
困
難
で
あ
る
。
：國
際
聯
盟
の
如
き
國
際
的
機
關
じ
於
て
、公
償
然
も
國
職
的
保
識

，
を
有
す
る 

瞪

翁

.を

發

行

す

る

場
4
1
‘

に
は
，其
利
率
ば

.之
を
五
分
に
置
ぐ
、幾
ら
高

S
>

し
て
も
六
分
を
以
ゥ

て

、 

其
限

.度
と
す
る
の
は
當
然
セ
あ
る

‘が
，今
日
の
如
く
、民
間
に
高
利
率
な
る
放
資
の
道
の
開
か
れ 

て
.居る場合斯る

'利
率
の
公
債
が
國
際
間
に

®
慕
：さ
れ
る
か
ど

ぅ

か
は

-甚

だ

疑

.は

し

い

所
 

で
あ
る
。
然
ら
ぱ
勸

一

の
方
法
に
代
ウ
で
、第

一
!

の
方
法
と
し
て
財
力
の
强
大
な
る
國
が
或
る 

割
#
を
以
つ
て
公
傻
の
引
受
に
當
る
マ

J

云

ふ

こ

は

、第 

'

1

の
方
法
，に
件
ぅ
旧
難
を
间
避
ず
る 

所
以
で
あ
る
が
、然
し
此

S
,

募
に
要
す
る
資
金
を
調
達
す
る
に
就
て
は
、

§
暮
國
自
身
課
桃
な

.
：
^
>
‘ 

內
國
僮
な
々
に
依
頼
レ

"な
：け
れ
ば
な
ら
ザ
、妹
に
今
日
の
狀
‘態
に
於
て
は

，專
ら
銀
行
の
信
用
を 

利
用
す

る

.
こ

ど
.S

爲
る
か
：：も
知
れ
す
、随
つ
て
通
货
膨
眼
の
勢
を
甚
だ
し
く
す
る
點
じ
於
て

#
 ' 

難
，を
生

-ゆ

ざ
る
を
：得
な
い
。
第
三
案
は
白
耳
義
の
委
員
レ
ォ
ン
％

ラ
ク

5
1

ァ
氏
の
提
購
に
係

る
も
の

‘
.で
あ
ウ
て
、此
築
に
於

V

は保證の貴に任ずな機鍋虚接に公償に

®
慕
，
し

な

い

、 

唯

愤

嚴

國

败

府

の

擔
.，保

を
#
 

:へ、
旦CV

國

隙

機

關

の.保

瞪
.を

有

す

る

瞪.券

を

發

，
行

す

る

に

▲

，ま 

る

.

.
'
，一
而t
,て
是
等
の
晴
綴
は
外
國
か

.ら
購
入

.し
た
物
資
ほ
金
，

.決
濟
の
方
便
ビ
し
て
、或
る
國
の 

政

府

.
に

交

付

さ

れ

ぷ

の

で

あ

つ

て

、
詰

タ

是

等

の

瞭

券

'
は

財

'

力
上
の
强
國
の
公

.娘
な

K

又

.
は

其
 

國
の
毅

/ィ
夢
セ
ホ
り
て

S
金
に

®
し
て
、
®
却
さ
れ
る
に
至

.る
。
即
ち
薄
に
あ
成
る
慎
格

t 

以
スズ

L
め
な
ら
ぱ
、瞪
券
が
貴
却

さ

れ
、斯
ぐ
て

K
金
の
®
要
の
最
も
多
ぐ
急
迫
し
た
國
に
於
て

. 

，
金
の
訓
建
メ
れ
る
、

j
O

云
ふ
こ
と
：が
此
案
の
長
所
す
爲
.る
の
で
あ
る
◊
’
即

ち

此

公

懷

：

は
，資

金 

化
す
る
必
要
が
生
一
じ
て
.資

却

，
さ

れ

る

に

隨

ウ

て

、
資

金

ざ

潍
る
タ
假
に
敏
際
聯
斑
の
如
さ
機
關

. 

•で

五

分

利

付

の

债

を

發

行

し

て

、應
募
：者
を
：求
め
た
所
で
、殆
ど
之
.に
'應
ず
る
者
は
見
出
さ
れ 

な
い
：せ
あ
ら
.ぅ
が

五̂
分
.刹
付
の
公
倩
が
時
®

で
市
場
に
賣
却
さ
-れ
る
と
ビ
、
爲
つ
ぬ
な
.ら
ば
，
 

必
す
之
：に
，

S

す
る
.
.者
の
生
す
.を
の
は
、理
の
當
•然
で
あ
る
。

S
-

ょ
◊
債
胳
國
.政

府

は一

方
に
額 

，面
韻
格
で
受
取

ク

力
公
，，愤
を
他

-の

一

方
に
額
面
ょ
：6
:辟
い
價
格
で
，賣
.却
し
て
、其
代
金
を
實
收 

す
る
こ
ご
で
あ
れ
ぱ
辨

1
S

に
對

.
3

て
、草
め
，ら
れ
た
，利
率
は
實
妆
額
に
對
し
て
、或
る
殺
廣
ま
で 

高
に
.當
’タ
、魚
擔
の

.
；
重
く
爲
.る
i

ご
を

：免
か
れ
な
い
で
：あ
，' 

f
t 

5

が
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•資
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の
供
給
其
も 
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>
豊
な
ら
ざ
る
場
合

-に、
a
む
を
得
ざ
る
所
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

國
際
的
公
債
は
在
の
如
き
，方
法
を
：以
ウ
て
誤
'行
さ
れ
る
も
の

f
し
、®
國
に
許
さ
れ
る
後
行 

額
.ル何を標単し

.て
、決
足
す
可
き
や
ご
云
へ
ば
、標
準
と
，爲
る
可
き
も
の
は
、ニ
ッ
あ
る
。
即 

ち
各
國
に
於
て
物
資
の

.供
給
に

.缺

乏

し

て

居

る

程

度

を

標

舉

す

を

，も
の
ざ
、近
，き
將
來
に
生
. 

や
る
：生
産
力
の
®
腐
を
標
準W

す
、る
'も
の
：ご
"
の1

1

ッ
で
あ
る
：が
、債
務
國
6

何
で
あ
る
を
問
は 

す
，前
：者
の
缺
乏
を
充
た
ず
こW

を
先
決
，問

題W
,

し
ゴ
第

一

の
要
求

.
す̂
る

.國W

第
二
の
®

求 

を
す
る
國
タ
相
並
ん
で
；居
る
時
に
：

.は
、前
者
の
耍
求
を
先
に
充
た
ず
こ
ご
が
：當
然
で
あ
ら
ぅ
。
 

孰
れ

.に
し

V
,

も
此
糧
の
資
付
の
行
は
：れ
る
に
就
て

.は
"厳
重
な
る
條
仲
が
伴

4
な
け
れ
ぱ
な
ら 

ぬ
。
.
其
'重
な
る
も
の
は
、左

‘の
：，數

條

：
で

あ

る
9

ゾ

V
.

‘

第

1

，國

：際

的

貴

；付

ゆ

，許

：與

さ

れ

る

條

：仲

と

.

レ

て

、
聯
：合

機

關

は
：，

債

務

S

に
對
し
、其
國
の
國
：

:

を
‘し
て
同
時
に
外
國
に
向
ウ
て
放
資
を
行
は
：し

め
-な

い
.保
障
を
設

‘け
る
方
便

.を
要
求
す
る
：

.
こ 

—
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筋
：：

i
i
.際
的
貸
，付

：：

の
’，許
與
は

.債
務
：國
が
經

：

賊 

必
要
な
る
物
，資
を
輸
入
し
、其
代
金
、
 

を

俠

濟

す

る

爲

，め
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行
は
れ
可
キ
乙

1̂
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,

:
第
三
、戰
爭
又
は

®
事
的
施

i

s元
成
の
，爲
め
に
感
際
的
貸
时
の
與
へ
ら
れ
る
が
如
き
は
、之
を 

厳
禁
す
る
，こ-yj。

.

:
.第
四

®
付
金

.は
金

.貨
建
；；0:

し
、債
務
國
の
貨
密
を
標
準
ビ
し
オ
い
、

®
付
'金
を
代
表
す
る
公
償 

が
外
國
人
に
依
つ
て
所
有
ホ
れ
；る
：場
合
に
は
、元
利
金
に
對
す
る
總
て
0
課
税
さ
れ
、叉
利
子

.
支
#
,の
保
瞪
と
し
て

"公
債

.所
有
者
は
，駒
税
文
は
官
業
收
'猛
に

i
f

し
て
、優
先
權
を
有
ず
る
こ

€
o 

:
: 

: 

; 

,
. 

:. 
'
•

右
の
如
き
提
案
が
，楽
レ
て
今
後
採
用
：さ
れ
る
か

.ど
ぅ
か
は
、

一

個
の
問
®
で
あ
る
が
、®
頃
合 

娘
國

.⑦
が

r
ン
ダ

I
タ
ツ
ズ
氏
を
中
心
ん
す
る
一
資
本
家
が
國
際
信
用
を
發
揚
す
る
一
方
便
.ご 

し
て
、銀
行
を
設
立
す
る
計
晝
の
如
き

も

亦
同
巧
巢
他
の
も

'の
，W

想
像
さ 

I
.リ
ツ
プ
氏

.を
恃
ウ
ま
で
も
な
ぐ

"國
隙
財
政
會
識
に
於
て
は

^

蘭̂
'の
ズ 

.て
、國
際
銀
行
設
立
案
が
夙
に
提
唱
さ
れ
た
の
，で
あ
る
。
然
し
其
細
目
の 

の
‘國
際
的
商

.鶴
を
耍
，す
る
と
と

N
爲
ウ
て
る
。

れ
る
。
否
、グア
ン
ダ 

ル
ィ
ン
ス
氏
に
依
ウ 

點
に

一

旦
ウ
て
は
他
日
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